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研究成果概要 

この研究は、チベット空気シャワーアレイで観測された異方性（図 1a）から太陽圏磁

場によるモジュレーションを差し引き、太陽圏外にどのような異方性が存在しているか

を探ることを目的としている。本研究

では、先ず図の各ピクセルから宇宙線

反粒子を射出し、太陽風－恒星間プラ

ズマ相互作用の MHD シミュレーシ

ョンで得られた太陽圏のモデル磁場

中で粒子軌道を計算する。次に太陽圏

外部境界での各粒子の運動方向を用

いて、図 a の観測結果を最も良く再現

する太陽圏外異方性を求めた。図 c が

得られた太陽圏外異方性の最適解で

あり、図 b はこの最適解から再現され

た地球での観測結果である。図 c か

ら、太陽圏外異方性の主成分は銀河磁

場に沿う宇宙線流であり、同時に銀河

磁場に垂直な宇宙線流も存在してい

ることが判った。後者は銀河磁場と宇

宙線密度勾配とのベクトル積で与え

られる反磁性ドリフト流を起源とす

ると考えられ、図中の「G」で示され

た方向に宇宙線密度勾配が向いてい

ることが判った。 

一方で、上記の結果には以下の問題



があることも判ってきた。先ず図 c の最適解は宇宙線の一方向流と双方向流のみを仮定

して得られたものだが、χ自乗値（1,62）は未だ十分に小さくなっていない。そこで太

陽圏外異方性として多重極展開級数を仮定し、観測結果を最も良く再現する多重極展開

係数を求めた。その結果、展開級数を第 24 次まで仮定することにより、充分に小さなχ

自乗値（1.0）が得られることが判った。しかしながら、この結果による太陽圏外異方性

（図 d）には細かな強度分布が卓越して見られ、観測結果（図 a）と比較して不自然であ

る。現在、我々はこの問題が最適解を見出すフィッティングの方法にあると考え、新た

な手法の開発に取り組んでいる。 
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